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英文論文（総説）・執筆・著書
● Inoue K：Managing adverse effects of glaucoma medications. Clin Ophthalmol 8：903-913, 2014
●  Sakai O,Uchida T,Imai H,Ueta T,Amano S：Role of glutathione peroxidase 4 in conjunctival epithelial cel 5102 ,345-835：）1（65：icS siV lomlahthpO tsevnI  .sl
●  Toyono T,Usui T,Yokoo S,Taketani Y,Nakagawa S,Kuroda M,Yamagami S,Amano S：Angiopoietin-like 7 is an anti-angiogenic protein required to prevent vascularization of the 
cornea.  PLoS One：10（1）：e0116838, 2015

和文論文（総説）・執筆・著書
●山上明子：中毒性視神経症. OCULISTA13：67-73, 2014
●井上賢治：4.薬物療法. 特集緑内障の治療. 眼科56（13）：1515-1521, 2014
●山上明子：前部虚血性視神経症の診断法について教えてください. あたらしい眼科臨時増刊号：158-159, 2014
●山上明子：心因性視覚障害. 眼科56（7）：851-855, 2014
●山上明子： Ⅰ 乳頭腫脹を診たら　「自己免疫性視神経炎」. 神経眼科診断クローズアップ第1版1号：20-22, 2014
●設楽恭子： Ⅰ 乳頭腫脹を診たら　「Leber遺伝性視神経症」. 神経眼科診断クローズアップ第1版1号：37-40, 2014
●若倉雅登： Ⅲ 原因不明の視力低下を診たら「非器質的視機能障害」. 神経眼科診断クローズアップ第1版1号：72-75, 2014
●若倉雅登：眼科手術不適応症候群の治療選択. 日本医事新報4700：61-62, 2014
●若倉雅登：強度近視の視力低下・視野障害の評価. 日本医事新報4710：64, 2014
●若倉雅登：サブスペシャリティーからのロービジョンケアの展望　視力・視野で語れない視覚障害. 日本ロービジョン学会誌14：11-14, 2014
●井上賢治：一般病院における緑内障手術クリニカルパス. 眼科手術27（4）：591-597, 2014
●井上賢治：大幅に眼圧を下げる必要のある症例に. 銀海229：33, 2014
●冨樫真紀子：今月の表紙：「Wyburn-Mason syndrome」. 臨床眼科68（6）：789, 2014
●方倉聖基：第2部眼科領域の急患例　事例14「結膜炎」事例15「コンタクトレンズ合併症」事例16「角膜上皮剥離」. マイナーエマージェンシー第3版：65-101, 2015
●方倉聖基：事例17「異物-結膜」事例18「異物-角膜」事例19「麦粒腫」事例20「虹彩炎」事例21「眼窩周囲の浮腫・結膜の浮腫」. マイナーエマージェンシー第3版：65-101, 2015
●方倉聖基：事例22「眼窩周囲の斑状出血」事例23「位置がずれたコンタクトレンズの取り外し」事例24「結膜下出血」. マイナーエマージェンシー第3版：65-101, 2015
●方倉聖基：事例25「紫外線角結膜炎」. マイナーエマージェンシー第3版：65-101, 2015
●方倉聖基：補足事項　A「詳細な眼の検査」. マイナーエマージェンシー第3版：809, 2015
●若倉雅登：書評　「神経眼科学を学ぶ人のために」著者 三村治. 臨床眼科69（3）：373, 2015
●鶴岡三惠子（共著）：ロービジョン検査判断料に対する眼科医の意識調査. 臨床眼科68（3）：321-327, 2015
●井上賢治：4回目の未年を迎えて.  新春随想. 日本の眼科86（1）：12, 2015
●大音清香：標準予防策に基づいた感染対策の重要性. 眼科診療における感染対策ガイドブック　NPO法人HAICS研究会2,10： 2015
●大音清香：日本視機能看護学会のあゆみ. 第30回日本視機能看護学会研究発表集録9-13, 2015

和文論文（総説・執筆・著書）
●山崎梨沙,太刀川貴子,三田哲子,讓原大輔,勝海修,野田徹：網脈絡膜炎と水晶体偏位を認めた先天性CMV感染症の一例. 眼科臨床紀要7（5）：381, 2014
●西田輝夫,宮永嘉隆,大野重昭：トスフロキサシントシル酸塩水和物点眼液の有効性・安全性および低頻度分離株に対する有効性の確認. 臨床眼科68（10）：1509-1519, 2014
●堀貞夫：Comment：第118回日本眼科学会総会 評議員会指名口演Ⅲ 眼疾患メカニズムの新しい理解 網膜血管障害の新しい理解. 日本眼科学会雑誌119（3）：227, 2015
●堀貞夫：理事会から　平成26年度会計監査と業務監査. 日本眼科学会雑誌119（3）：113-114, 2015


